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研究概要

1 型糖尿病の根治

肝臓から血中に放出されるニューレグリン1というタンパク質が、膵β細胞以外の膵臓内の細胞
から膵β細胞へ転換する作用（分化転換能）を示すことを明らかし、ニューレグリン1を標的と
した膵β細胞への分化転換による治療法の開発を目指します。

生体内において、膵β細胞以外の膵臓を構成する細胞を遺伝子
操作することで、未分化な状態を経ずに、インスリンを分泌で
きる膵β細胞に変換することができることが知られています。
この現象を“分化転換”と呼びます。本研究では、1型糖尿病モデ
ルマウスにおいて、肝臓から分泌されるニューレグリン1タン
パク質が、分化転換を促進することで膵β細胞を再生すること
ができるのかを検証します。また、この現象を誘導することが
できる適正なニューレグリン1タンパク質の投与プロトコール
（手法）の確立を目指します。

　薬物投与により作り出した1型糖尿病マウスに対して、ニューレグリン1遺伝子の発現を肝臓で増やす
と膵臓内の膵島の占める面積が増え、血糖値上昇が低下することを見出しました。今後、本研究では、
この現象にニューレグリン1による分化転換が係わっているのか詳細に検討します。
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　ニューレグリン1の機能に重要な部分のタンパク質を人工的に
作成しました。また、正常マウスにこのタンパク質を連続投与
することで、膵島の肥大によるインスリン分泌の増強を伴った
血糖値上昇の抑制が認められました。

　近年、ES細胞やiPS細胞を用いた膵β細胞の作製が、糖尿病の
再生治療法として注目を集めています。しかしながら、がん化
や免疫拒絶など克服しなければいけない課題が横たわっていま
す。本研究によって、ニューレグリン1による膵β細胞への分
化転換が生体内で完結することを証明できれば、ニューレグリ
ン1を用いた再生医療をより安全に多くの患者さまが受けてい
ただけるようになると期待されます。

　今回ご支援いただきましたこと、心より感謝申し上げます。
本研究は、既存の治療法とは全く異なる概念に基づく1型糖尿病
に対する治療法の開発を目指すチャレンジングな基礎研究です。
ご支援くださった助成金を有効に活用して、近い将来、患者さま
の生活の質を少しでも改善できるような研究の成果を出すことに
全力を尽します。
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